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7. 特異な経過をとった生体腎移植の一例
紅谷明(千大)
最近，教室で，成績良好といわれる，日LA，MLC適
合兄弟関腎移植において，血液透析が必要なほど強い拒
絶反応症例を経験したので報告した。また，文献的考察
より， HLA適合群は非適合群より明らかに移植成績良
好なことを考察したが，一部に成績不良のものがあり， 
HLA適合同胞間移植の場合でも，充分慎重な治療が必
要なことを報告した。 
8. 肺葉内肺分画症の 1小児例
菊池俊之(千大)
肺葉内肺分画症の 1小児治験例を経験した。 3歳男児，
繰り返す発熱，咳搬を主訴とし，胸部レ線上右下肺野に
異常陰影を認めた。気管支造影で同部は造影されず，逆
行性大動脈造影で胸部大動脈より同部に直接流入する太
い異常動脈を認め，肺分画症の診断のもとに右下葉切除
を行なった。径 5mmの異常動脈を認めた。肺分画症は
本邦集計上男にやや多く，大半が下葉にある。発見年齢
は小児期に多くピークは10--14歳にある。殆どの症例が
手術により治癒している。 
9. 食道 R-早期癌の一例
陣文夫(千大)
症例は55歳の男性。健診で食道ポリープを指摘され，
当科紹介。食道レ線で Iuの部位に腫癌型の陰影欠損あ
り，内視鏡では隆起型腫癌を認め，生検にて肩平上皮癌と
診断した。術前日oCo4000r，BLM 108mg，PS-K 87gを
うけた。昭和50年12月胸部食道全身j噴門側胃切除胸壁前
食道胃吻合を施行した。術後照射は両側鎖骨上寵に5000 
r.切除標本は1.3xO.8cmの表層型で， sm，no，ly(ー )， 
v(ー )。術後経過良好。一年，健在。 
10. Elemental diet (成分栄養法)に関する研究
-第 1報一
山室美砂子(千大)
最近 IVHと並び注目されている elemental clietの，
胆汁，勝液分泌に及ぼす影響を実験的に検討した。ラッ
トの総胆管，勝管に canulationして，胆汁， H平液を持
続的に採取し，空腸痩より elementalcliet，高張糖液，
アミノ酸等を注入した。高張糖液， アミノ酸で分泌は
強く抑制され， elemental clietは殆んど影響を示さな 
11. 乳癌による乳房切断例の検討
唐司則之(千大)
教室における1960年より 1970年までの乳癌手術症例は 
189例で術式別割合をみると定型的乳房切断術は27例， 
14.3%，非定型的乳房切断術は153例， 81.0%と最も多
く， 単純乳房切断術は 9例， 4.7%である。これらの症
例の 5生率は71.0%で，術式別では単乳切77.8%，非定
型的乳切75.4%，定型的乳切は46.7%と最も悪い。 Tnm
分類で 5生率をみると， Tl 87.5%， T2 75.5%， T3 
48.4%， nでは no91.1%，nlα55.6%，nls 40.6%で
ある。組織型は乳頭腺管癌80.6%，髄様腺管癌70.5%，
硬癌55.3%である。 
12. 大腸の運動機能，特に電気生理学的検討
坂庭操(千大)
大腸の運動機能，特に排便機能の問題点と今後の研究
方針について検討した。直腸虹門内圧検査法はヒノレシュ
スプノレング病の生理学的診断法として有用であるが，排
便機構の解明の為には， これに加えて両目工門括約筋，挙
月工筋群の筋電図学的検索が必要である。今後これらの検
索と共に， 直腸運動と筋電図の同時継続的観察， cine 
clefecogramの映像工学的分析等を行ないたい。 
13. 陣頭部領域癌の臨床病理学的検討
山本義一(千大) 
1965年より 1976年11月までに教室で経験せる陣頭部領
域癌は70例である。 うち切除例は，陣頭部癌44例中 5
例， 乳頭部癌16例中12例， 下部胆管癌10例中 9例であ
り，これらについて臨床病理学的な検討をした。また乳
頭部癌を I型(十二指腸限局型)， n型(膨大部限局型)， 
E型(十二指腸膨大部型)， N型(胆勝管型)に分類した。 
I型 1例で 2年 5カ月健在， n型 l例で 8年健在である。 
E型は 7例，日r型は 3例であった。 
14. 高カロリー輸液と ElementalDietの膝外分泌
に及ぼす影響
坂本昭雄(千大)
現在外科手術の術前術後管理に欠く事のできないもの
となってきた高カロリー輸液に対し，経腸栄養において
も従来の経管栄養に加え，化学的に合成された低残誼食
品は ElementalDietとして臨床的にも成果を治めて
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いる。今回は高カロリー輸液と ElementalDietの勝
外分泌に及ぼす影響を検討した。 
15. 腹部腫癌の検討
伊賀浩(千大)
腹部腫癌の診断方法には各種のすぐれた診断方法があ
り，我々はこれらを適宜取捨選択し施行していますが，
今回私は教室に於ける腹部腫癌について， その占居部
位，発生臓器及び性状等を検討すると共に将来，腹部
腫癌の有力な診断方法の 1つとなると思われる CT 
Scanningについて基礎的実験を施行したので加えて報
告した。 
16. 胃癌の X線所見と膝・牌合併切除の関係
向井稔(千大)
当科における1965年より 1976年10月までの， 日平体尾
部，牌合併切除例は98例で，手術時胃癌の勝浸潤ありと
診断して合併切除したものが70例(71.4%)，リンパ節郭
清のため合併切除したものが26例 (26.5%)である。上
述の70例のうち， S3 (勝)症例は20例で，かかる症例と 
S2，Sl，So各症例と， X線所見で，正面像，及び側面像
について詳細に検討した。 Sa(謄)症例では，側面像で
の穿通像及び，高度の変形，不整像が特徴であった。 
17. 食道アカラシアに関する病態生理学的研究，特
に胃液分泌に及ぼすインスリンの影響
武藤護彦(千大)
食道アカラシアの迷走神経機能についてインスリン刺
激による胃液分泌態度より 14例について検討した。その
結果対象に比べ酸度，酸分泌量共に反応が遅く，弱かっ
た。又 Ross& Kayの基準より分類すると57%に完全
迷切様の反応がみられた。さらにこれをX線像，内視鏡
像，内圧波型と比較検討した。 
18. 急性腎不全に対する高カロリー輸液の検討
相馬光弘(千大)
昭和42年より昭和51年10月まで千大2外科の急性腎不
全症例は66例である。昭和48年以後の20例には全例 IVH
を施行している。我々の IVHの方針は頻回短時間透析
を施行し carryerwaterの増加，これにより Calをあ
げ， N 19に対し 3.，400Calを投与している。 IVH
非施行例と比較すると生存率に差はみられなかったが，
原疾患別で、消化器系の予後は改善された。 Nバランスを
比較しでも，早く正に傾く傾向にあった。 
19. B cel typingの試み
大森耕一郎(千大)
移植片の生着に重要な役割をもっ組織適合抗原の一つ
である MLC抗原を Bリンパ球の分類により分類でき
る可能性がでてきた。このBリンパ球の分類方法のうち，
特に重要な Bリン'パ球の分離方法の諸条件を検討し，併
せて Bリンパ球を分類で、きる抗血清を 9本みつけ，これ
らが現在のところ田群に分類できたことを報告した。 
20. 食道静脈癌の内視鏡的検討一第 I 報
浜野頼隆(千大)
食道静脈癌の Grade分類を設定し， 内視鏡像と出血
との関連， 及び術前・術後の内視鏡像の変化を， 149例
について検討した。 GradeV以上(高度)の静脈癌，
表在血管の拡張の認められるもの，及び緊張度の高度な
ものでは，出血の可能性が高かった。表在血管の近接拡
大内視鏡像についても検討した。手術効果では，直達手
術は Gradeの下降に有効で、あったが，術直後急激に 
Gradeの増強するものは，再出血の可能性が非常に高か
った。 
21. 大腸癌の発育形式に関する病理組織学的検討
斉藤登喜男(千大)
大腸癌の予後左右因子として，深達度， リンパ節転移
等があるが，今回は発育形式(浅部拡大型:1型，深部拡
大型 :11型，粘膜下層拡大型 :m型)がどのように左右
するか検討した。 1，1，m型の順に深達度が進み， リ
ンパ節転移率も増加し，その生率は大々68.6%，44.0%， 
5.6%となっている。 これらは腸管の縦軸方向で見たも
ので更に横軸方向を加味すると縦軸 I型でも横軸 1， 
1，mの順にまた縦軸E型でも横軸1，mの順に遠隔リ
ンパ節転移は増加し予後不良となる。 
22. 食道静脈癌とその外科的治療に関する基礎的研
究， 特に交叉熱電対法による食道及び胃噴門部
血流動態の検討
竹内英世(千大)
下部食道及び胃噴門部の組織血流を交叉熱電対式組織
血流計を用い測定した。実験は犬68頭を用い，①管内誘
導 balloonによる食道圧迫， ② Pitressin静脈投与，
③血行遮|折術を行った。結果:bal100nによる圧迫で食
